
令和６年度　評価規準 江戸川区立小松川第二中学校

教科 学年
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〇積極的に場面と場面，場
面と描写などを結びつけて，
内容を解釈し，学習の見通し
をもって考えたことを伝え合
おうとしている

国語 第１学年

単元名 時数
知識・技能

単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

一　わたしはふしぎでたまら
ない
ふしぎ

１　『ふしぎ』の魅力やおもし
ろさについて考え，互いに発
表し合う

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語
感を磨き語彙を豊かにして
いる。(1)ウ

〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも
のにしている。Ｃ(1)オ

〇すすんで文章を読んで理
解したことに基づいて自分の
考えを確かなものにし，学習
課題にそって考えたことを伝
え合おうとしている。

桜蝶 ●文学作品の構成や展開を
描写をもとに理解する。
１　「学びナビ」を読み，物語
と小説の構成の違いについ
て述べられていることを理解
する。その後，『桜蝶』ＡとＢ
を読み，構成や展開，描写
の仕方にどのような違いが
あるかを考える。
２　『桜蝶』Ａを読み，描写を
もとに登場人物の相互関係
や心情の変化を捉える。
３　『桜蝶』Ｂを読み，描写を
もとに登場人物の相互関係
や心情の変化を捉える。
４　『桜蝶』ＡとＢの構成や展
開の違いと読み手に与える
印象の違いとの関わりを捉
え，物語と小説の違いや小
説を読む時にどのような点
に注目すべきかについて自
分なりに考えたことを発表し

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語
感を磨き語彙を豊かにして
いる。(1)ウ

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

主な評価方法
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【話す聞く】
お気に入りの一品を紹介す
る

●伝えたいことを明確にし
て，お気に入りの一品を紹介
する。
（お気に入りの一品を決め，
実物や写真などを用意させ
ておく。）
１　話す内容と項目を決め，
スピーチ用のメモを作成した
あと，各自で練習をする。
２　第１時の練習を踏まえて
思いを効果的に伝えるため
の工夫を考え，ペアでスピー

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話の中で
使うことをとおして，語感を磨
き語彙を豊かにしている。(1)
ウ

〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決
め，集めた材料を整理し，伝
え合う内容を検討している。
Ａ(1)ア
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の考えや根拠が明
確になるように，話の中心的
な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などに注
意して，話の構成を考えてい

〇すすんで日常生活の中か
ら話題を決め，集めた材料を
整理して伝える内容を検討
し，学習課題にそって伝えた
いことを話そうとしたり，それ
を聞いて感想を述べたりしよ
うとしている。

文法の小窓１
言葉の単位

文法（解説）１
言葉の単位

●文章・段落・文・文節・単語
という言葉の単位について
理解する。
１　『文法の小窓１』を読み，
小学校一年生の教科書の分
かち書きや，「わたしは」がく
ぎれそうであることを確認す
る。教科書Ｐ272を読み文
章，段落，文の違いを理解
し，Ｐ273の「考えてみよう」を
やってみる。
２　Ｐ273を読み，文節と単語
について理解したあと，『文
法の小窓１』のアキとハルの
最後の台詞に注目させ，Ｐ

〇単語の類別について理解
するとともに，指示する語句
と接続する語句の役割につ
いて理解を深めている。(1)エ

〇積極的に言葉の単位につ
いて理解するとともに，見通
しをもってその役割を考えよ
うとしている。
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二　これは脳がもともともっ
ている癖です
自分の脳を知っていますか

●文章の中心的な部分に着
目し，内容を捉える。
●文章の構成を捉え，要約
に生かす。
●「脳の奇妙な癖」を理解
し，筆者の考えをまとめる。
１　「学びナビ」を確認する。
全文を通読し，クッキーを
使った二つの実験の説明に
よって，筆者が伝えようとす
る内容を捉える。
２　「おとり効果」と呼ばれる
現象には，脳のどのようなは
たらきが関わっているのかを
考え，「脳の奇妙な癖」につ
いて理解する。
３　「脳の奇妙な癖」について
「おとり効果」の有効な点と
問題点を整理する。
４　３で整理したことを踏まえ
て，筆者の考えを文章にまと
める。

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア

〇「読むこと」において，文章
の中心的な部分と付加的な
部分，事実と意見との関係
などについて叙述をもとに捉
え，要旨を把握している。Ｃ
(1)ア
「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目し
て要約し，内容を解釈してい
る。Ｃ(1)ウ

〇積極的に必要な情報に着
目して要旨を捉えるととも
に，学習課題にそって文章
にまとめようとしている。
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漢字の広場１
漢字の部首

●漢字の部首についての理
解を深める。
１　「部首」という概念を理解
し，漢字の「部首」を確認した
り，「形」から「義」や「音」を
類推したりする。

〇学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その
他の常用漢字のうち300 字
程度から400 字程度までの
漢字を読んでいる。また，学
年別漢字配当表の漢字のう
ち900 字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使ってい
る。(1)イ

〇積極的に漢字を読み，ま
たは漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

【書く】
資料から得た根拠をもとに
意見文を書く

●資料を比較して共通点と
相違点を見つける。
●考えの中心を明確にして，
段落構成を考える。
１　「学びナビ」を読んで教材
のねらいを理解し，日常生活
や自分自身の興味・関心を
もとに取り上げる話題と主張
したいことを決める。
２　自分が取り上げた話題に
ついて調査した資料を比較
して，共通点や相違点を整
理する。
３　２で整理した共通点や相
違点をもとに，根拠を明確に
して文章の構成を考える。
４　３で考えた構成に従って
文章を書く。
５　根拠と主張のつながりに
注意して推敲する。
６　生徒どうしで書いたもの
を交流し，資料の読み取りや
構成の工夫について確認し

〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「書くこと」において，書く
内容の中心が明確になるよ
うに，段落の役割などを意識
して文章の構成や展開を考
えている。Ｂ(1)イ

〇粘り強く引用の仕方や出
典の示し方について理解を
深め，学習課題にそって図
表などを引用して考えたこと
を書こうとしている。



令和６年度　評価規準 江戸川区立小松川第二中学校

2

ﾉｰﾄ

ﾜｰｸｼｰﾄ

ﾃｽﾄ

〇積極的に音声のはたらき
や仕組みを理解し，学習の
見通しをもって日本語の音
の特徴について理解を深め
ようとしている。

言葉の小窓１
日本語の音声

言葉（解説）１
日本語の音声

●日本語の音の特徴を理解
する。
１　教科書Ｐ46を読み，
「little」を音符に合わせて書
くのがなぜ難しいのかという
疑問を共有する。Ｐ261の「日
本語と英語の音節」を読み，
日本語と英語に違いがある
ことを確認する。Ｐ260「やっ
てみよう」Ｐ261「五十音図」を
読み，日本語の「子音」と「母
音」の違いや，音の特徴につ
いて理解する。
２　Ｐ262～263を読み，「アク
セント」「イントネーション」を
変化させることによって，ど
のように意味が変わるのか，
またそれによってコミュニ
ケーションにどのような影響

〇音声のはたらきや仕組み
について，理解を深めてい
る。(1)ア
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【話す聞く】
内容を整理して説明する

●聞き手がわかりやすいよう
に，話す内容を整理して表
現する。
●相手の反応を見ながら，
話す内容を工夫して伝える。
１　「学びナビ」を読み，「関
係づける」ことについて理解
する。「未来の自分がどうあ
りたいか」を具体的にイメー
ジし，その過程でどんなこと
で迷ったり悩んだりするかを
考える。その悩みを乗り越え
るような「名言」や「印象深い
言葉」の情報を集める。
２　ワークシートに「名言」や
「印象深い言葉」を記入し，
自分の具体的な計画を考
え，説明する手順を整理す
る。
３　自分の計画をわかりやす
く説明する。聞き手の反応を
見ながら話す内容や順番を
変える。
４　互いの発表についてよ

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア
〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決
め，集めた材料を整理し，伝
え合う内容を検討している。
Ａ(1)ア
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，相手の反応を踏まえな
がら，自分の考えがわかり
やすく伝わるように表現を工
夫している。Ａ(1)ウ

〇粘り強く相手の反応を踏
まえながら表現を工夫すると
ともに，学習課題にそって伝
えたいことを話そうとしてい
る。

三　夜、僕はもう、ヘルガの
夢ばかり見た
ベンチ

本や文章から必要な知識や
情報を集めたり，それらを活
用したりするための方法を身
につける。
１　作品を読み，「ベンチ」の
表す状況を捉えて，自分なり
の課題をもつ。
２・３　「みちしるべ」の説明に
そって，情報の集め方を理
解する。
４　効果的な表現を考えなが
ら，作品のポップや帯を作成
する。

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増すとともに，語
句の辞書的な意味と文脈上
の意味との関係に注意して
話や文章の中で使うことをと
おして，語感を磨き語彙を豊
かにしている。(1)ウ
〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ
読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解し
ている。(3)オ

〇「読むこと」において，目的
に応じて必要な情報に着目
して要約したり，場面と場
面，場面と描写などを結びつ
けたりして，内容を解釈して
いる。Ｃ(1)ウ
〇「書くこと」において，目的
や意図に応じて題材を決
め，集めた材料を整理し，伝
えたいことを明確にしてい
る。Ｂ(1)ア

〇すすんで読書が考えを広
げることに役立つことを理解
し，学習の見通しをもって考
えたことを提案しようとしてい
る
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全ては編集されている／写
真で「事実」を表現する

●写真を見るときの観点を
知り，写真の特徴を理解す
る。
●写真の特徴を生かし，多
様な活用の仕方について考
える。
１　『全ては編集されている』
を読み「編集」されているも
のについて考えたあと，教科
書Ｐ64「学びナビ」を読み，写
真を見る観点について理解
する。「何を切り取るか」を使
い，対象の写真が何を切り
取っている写真なのか考え
る。「写真の情報を整理す
る」を使い，写真の題名を考
える。

〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「書くこと」において，目的
や意図に応じて，日常生活
の中から題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にしている。Ｂ(1)ア
〇「読むこと」において，目的
に応じて必要な情報に着目
して，内容を解釈している。Ｃ
(1)ウ

〇粘り強く情報の整理の仕
方についての理解を深める
とともに，学習課題にそって
創作しようとしている。

漢字の広場２
画数と活字の字体

●画数と活字の字体につい
ての理解を深める。
１　実際に文字を書き記すた
めの基準となる「教科書体」
の活字に着目し，正確な画
数と字形に基づいた文字を
書く態度を身につけるととも
に，画数をもとに漢和辞典の
総画索引や部首索引を使用
する方法を練習する。

〇学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その
他の常用漢字のうち300 字
程度から400 字程度までの
漢字を読んでいる。また，学
年別漢字配当表の漢字のう
ち900 字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使ってい
る。(1)イ

〇積極的に漢字を読み，ま
たは漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。
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四　森と川と海は一つなのだ
持続可能な未来を創るため
に――人の暮らし方を考え
る／「エシカル」に生きよう

●持続可能な社会の実現に
向けて，自分の課題を発見
する。
１　プロローグを読み，「始め
の『問い』」を考える。
２　『「エシカル」に生きよう』
を読み，「次の『問い』」につ
いて話し合う。
３　２の話し合いを踏まえて，
「最後の『問い』」について自
分の考えを書く。

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア
〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決
め，集めた材料を整理し，伝
え合う内容を検討している。
Ａ(1)ア
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら
話し合い，互いの発言を結
びつけて考えをまとめてい
る。Ａ(1)オ
〇「書くこと」において，目的
や意図に応じて，日常生活
の中から題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にしている。Ｂ(1)ア
〇「書くこと」において，根拠
を明確にしながら，自分の考
えが伝わる文章になるように
工夫している。Ｂ(1)ウ
〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも

〇粘り強く自分の考えを確
かなものにするとともに，今
までの学習を生かして本や
資料をもとに考えたことを書
こうとしている。

【書く】
材料を整理して案内文を書く

●集めた材料を分類・整理し
て，伝えたいことを明確にす
る。
●目的や意図を意識して，
案内文を書く。
１　「学びナビ」を読んで教材
のねらいを理解し，誰に何を
案内するのかを考え，必要
な情報を集めて整理する。
２　案内文の構成を考える。
３　相手や目的を意識しなが
ら案内文を書く。
４　推敲して清書する。
５　相手の立場になって案内
文を読み合う。

〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方につ
いて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「書くこと」において，目的
や意図に応じて，日常生活
の中から題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にしている。Ｂ(1)ア

〇すすんで集めた情報を整
理し，学習の見通しをもって
案内文を書こうとしている。
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森には魔法つかいがいる ●必要な情報に着目して，
調べたり考えたりしながら読
む。
●問いとその答えを見つけ
ていく展開を捉えて読む。
●筆者の考えや述べ方を踏
まえ，根拠を明確にしながら
自分の表現で筆者の考えを
まとめる。
１　「学びナビ」を読んだあ
と，『森には魔法つかいがい
る』全文を通読し，教科書Ｐ
87の空欄を補い完成させ
る。
２　１で完成したＰ87を踏まえ
て，問いと答えを確認し，筆
者がたどった問題解決の道
筋を整理する。
３　Ｐ88Ｌ１～Ｐ92Ｌ４までの
内容について，重要な語句
を取り出したり，わからない
ことを調べたりして理解を深
める。
４　Ｐ92Ｌ５～Ｐ96Ｌ７までの
内容について，重要な語句
を取り出したり，わからない
ことを調べたりして理解を深
める。
５　「森と川と海は（　　）なの

〇事象や行為を表す語句の
量を増すとともに，語句の辞
書的な意味と文脈上の意味
との関係に注意して話や文
章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにし
ている。(1)ウ
〇指示する語句と接続する
語句の役割について理解を
深めている。(1)エ
〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)

〇「読むこと」において，文章
の中心的な部分と付加的な
部分，事実と意見との関係
などについて叙述をもとに捉
え，要旨を把握している。Ｃ
(1)ア
〇「読むこと」において，文章
の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ
〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも
のにしている。Ｃ(1)オ
〇「書くこと」において，根拠
の明確さなどについて，読み
手からの助言などを踏まえ，
自分の文章のよい点や改善
点を見いだしている。Ｂ(1)オ

〇積極的に文章の構成につ
いて考え，学習課題にそって
文章を読んで考えたことを書
こうとしている。

文法の小窓２
文の成分

文法（解説）２
文の成分

●主語・述語・修飾語など，
文の成分の役割について理
解する。
１　教科書Ｐ98を読む。文節
と文の成分の関係，連文
節，主語・述語の関係につい
て理解する。
２　主語・述語以外の文の成
分には修飾語・接続語・独立
語があることを理解する。
３　並立の関係・補助の関係
について理解する。

〇文の成分の順序や照応な
ど文の構成について理解を
深めている。２年(1)オ

〇すすんで文の成分の順序
や照応について理解し，今ま
での学習を生かして文の構
成について理解を深めようと
している。
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ﾃｽﾄ

【書く】
根拠を明確にして意見文を
書く

●意見と根拠の関係を理解
する。
●根拠をはっきりさせて，意
見文を書く。
１　「学びナビ」を読んで教材
のねらいを理解したうえで，
伝えたいテーマを選ぶ。
２　選んだテーマについて根
拠を考えたり，資料を探した
りする。
３　根拠を明確にして自分の
考えを書く。
４　推敲する。
５　書いた文章を生徒どうし
で読み合い，根拠を確認し

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア
〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「書くこと」において，根拠
を明確にしながら，自分の考
えが伝わる文章になるように
工夫している。Ｂ(1)ウ

〇すすんで根拠が明確な文
章になるように工夫し，学習
課題にそって自分の考えた
ことを書こうとしている。

五　今は昔、竹取の翁といふ
者ありけり
昔話と古典

●古典にはさまざまな作品
があることを知り，古典の仮
名遣いにふれる。
１　古典の仮名遣いに注意し
て川柳を読む。昔話を読ん
だり聞いたりした経験を話し
合い，古典の世界に興味・関
心をもつ。

音読に必要な文語のきまり
を知り，古文を音読し，古典
特有のリズムをとおして，古
典の世界に親しんでいる。
(3)ア
古典には様々な種類の作品
があることを知っている。(3)
イ

「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

広告の情報を考える ●広告を見るときの観点を
知り，広告の特徴について
理解する。
●目的に応じて言葉と画像
を組み合わせ，広告を作る。
１　「学びナビ」を読み，広告
の「工夫」について考える。
教科書Ｐ103の広告にどのよ
うなメッセージがこめられて
いるかを考える。Ｐ104の広
告を比べて，広告を構成す
る要素を具体的にあげ，共
通点や相違点を整理し広告
の「工夫」について理解を深
める。
２　Ｐ105の写真から一枚を
選び，ポスターを作成する。
作ったポスターを見せ合い，

〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「書くこと」において，目的
や意図に応じて，日常生活
の中から題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にしている。Ｂ(1)ア
〇「読むこと」において，目的
に応じて必要な情報に着目
して，内容を解釈している。Ｃ
(1)ウ

〇積極的に関係づけなどの
情報の整理の仕方について
理解を深め，学習の見通し
をもって伝えるべき事を整理
して書こうとしている。
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物語の始まり ●古典の仮名遣いに注意し
て音読し，物語の内容を捉
える。
●『竹取物語』について調べ
たり，話し合ったりして，その
おもしろさを理解する。
１　『竹取物語』について知っ
ていることを発表したり，前
半部を通読したり音読したり
する。
２　後半部を通読したり音読
したり，歴史的仮名遣いに注
意しながら原文をノートに書
き写したりする。
３　『竹取物語』について調
べ，絵本などの「かぐや姫」と
『竹取物語』の異なる点を文
章にまとめたり，話し合った
りして，そのおもしろさを考え
る。
４　現代語とは違う意味で用
いられている語や，現代語で
はあまり用いられない語，現
代語と同じ意味の語をあげ，

〇音読に必要な文語のきま
りや訓読の仕方を知り，古文
を音読し，古典特有のリズム
をとおして，古典の世界に親
しんでいる。(3)ア

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

〇積極的に古典の世界に親
しむとともに，学習の見通し
をもって作品について考えた
ことを記録しようとしている。
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蜘蛛の糸 ●わが国を代表する作家と
その作品についてふれ，近
代の小説や物語を読む。
１　全文を通読し，物語のあ
らすじを捉える。
２　『蜘蛛の糸』以外の近代
小説を読む。
３　近代小説についての紹
介文を書き，意見を交換す
る。

〇読書が，知識や情報を得
たり，自分の考えを広げたり
することに役立つことを理解
している。(3)オ

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ
〇「読むこと」において，文章
の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ

〇すすんで読書が考えを広
げることに役立つことを理解
し，今までの学習を生かして
小説を読んで考えたことを記
録しようとしている。

故事成語 ●いろいろな故事成語につ
いて調べたり，発表したりし
て，由来や意味を理解する。
●漢文訓読のきまりを理解
したり，音読したりして，文章
の響きを味わう。
１　『矛盾』の盾と矛を売る人
の話でつじつまの合わない
点について考え，発表する。
また，『助長』の意味を国語
辞典と漢和辞典とでそれぞ
れ調べ，現在どのような意味
で使われているか確認す
る。
２　『矛盾』と『助長』の書き下
し文をノートに書き写したり
音読したりして漢文訓読のき
まりを理解する。
３　いろいろな故事成語の意
味や由来を調べ，それを
使った短い文を書き，発表す
る。また，訓読のきまりをもと
に，いろいろな二字熟語や
四字熟語の意味を説明す

〇音読に必要な文語のきま
りや訓読の仕方を知り，漢文
を音読し，古典特有のリズム
をとおして，古典の世界に親
しんでいる。(3)ア

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

〇すすんで音読に必要な訓
読の仕方を知り，学習の見
通しをもって文章を読んで考
えたことを伝え合おうとして
いる。

六　白象は寂しく笑ってそう
言った
河童と蛙

●場面と描写を結びつけて
読む。
１　「学びナビ」を読み，オノ
マトペの効果について理解
し，詩の登場人物の役割を
捉え，作品の世界を生かす
ように朗読する。

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語
感を磨き語彙を豊かにして
いる。(1)ウ
〇比喩，反復，倒置，体言止
めなどの表現の技法を理解
し使っている。(1)オ

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ

〇すすんで表現の技法を理
解するとともに，詩を読んで
考えたことを伝えようとして
いる。
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オツベルと象 ●語句の意味や擬声語・擬
態語に注意し，その工夫や
効果を理解する。
●場面と描写に着目して作
品を読み，内容を解釈する。
●作品の構成や展開，表現
の効果について根拠を明確
にして考える。
１　「学びナビ」を読み，作者
と語り手について理解する。
２　全文を音読し，擬声語・
擬態語の使われ方の特徴と
その効果を考える。
３　「オツベル」と「白象」はど
のような人物として描かれて
いるか，会話部分に着目し
ながらまとめる。
４　「第一日曜」「第二日曜」
のできごとと，「第五日曜」の
できごとから，共通点と相違
点を比べる。
５　「ああ，ありがとう。ほんと
に僕は助かったよ。」（教科
書Ｐ162Ｌ７）と，白象が「寂し
く笑って」言った理由につい
て発表し合い，文章にまとめ
る。
６　「第一日曜」「第二日曜」
と「第五日曜」では，牛飼い
の語り方が変化していること
を踏まえ，牛飼いがどのよう

〇音声のはたらきや仕組み
について，理解を深めてい
る。(1)ア
事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の
中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしてい
る。(1)ウ
比喩，反復，倒置，体言止め
などの表現の技法を理解し
使っている。(1)オ

〇「読むこと」において，文章
の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ

〇粘り強く表現の効果につ
いて根拠を明確して考えると
ともに，小説を読んで考えた
ことを伝え合おうとしている。
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【書く】
随筆を書く

●身近に起きたことや経験し
たことをまとめて，叙述の仕
方を考える。
１　身近に起こったこと，経験
したことなどを思い浮かべ，
そこから新しく発見したこと
やそのことの自分にとっての
意味を考え，随筆に書く内容
を決める。
２　読み手をひきつけるよう
な文章の展開を考える。教
科書Ｐ165を読み，随筆にふ
さわしい表現があることを理
解したうえで，最も適切な言
い回しを意識しながら随筆を
書く。
３　季語辞典，類語辞典など
を用いて，よりふさわしい言
い回しがないかを考えながら
推敲する。
４　書いた随筆を生徒どうし
で読み合い，工夫した言い

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，文章の中
で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
(1)ウ

〇「書くこと」において，読み
手の立場に立って，表記や
語句の用法，叙述の仕方な
どを確かめて，文章を整えて
いる。Ｂ(1)エ

〇粘り強く叙述の仕方などを
確かめ，学習の見通しをもっ
て随筆を書こうとしている。

言葉の小窓２
日本語の文字

言葉（解説）２
日本語の文字

●日本語を書き表す文字の
特徴を理解する。
１　教科書Ｐ166を読んだあ
と，Ｐ264～267までを読み，
日本語を書き表す文字の特
徴について理解する。

〇仮名及び漢字の由来，特
質などについて理解してい
る。小５・６(3)ウ
〇学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その
他の常用漢字のうち300 字
程度から400 字程度までの
漢字を読んでいる。また，学
年別漢字配当表の漢字のう
ち900 字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使ってい
る。(1)イ

〇積極的に漢字を読み，ま
たは漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。
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発表

【話す聞く】
調べた内容を聞く

●自分の考えと比較し，その
共通点や相違点を踏まえ
て，考えをまとめる。
●相手の話を聞いて記録し
たり，質問したりしながら内
容を捉える。
１　「学びナビ」を読み，「予
想する」ことについて理解す
る。グループごとに「調べた
こと」と「考えたこと」を整理し
て課題を確認し，解決方法と
結果を予想する。
２　教科書Ｐ181の報告例を
参考にして，グループの考え
をまとめる。他のグループの
報告を聞き，共通点や相違
点を見つけて質問する。
３　第２時を踏まえて，グ
ループの考えをまとめ，考え
がどのように変わったかを考

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話の中で使う
ことをとおして，語感を磨き
語彙を豊かにしている。(1)ウ

「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決
め，集めた材料を整理し，伝
え合う内容を検討している。
Ａ(1)ア
「話すこと・聞くこと」におい
て，必要に応じて記録したり
質問したりしながら話の内容
を捉え，共通点や相違点な
どを踏まえて，自分の考えを
まとめている。Ａ(1)エ

積極的に共通点や相違点を
踏まえて考えをまとめ，学習
の見通しをもって報告を聞い
て質問しようとしている。

七　子どもは、一人の人間と
して、大人と同じように人権
をもっています
子どもの権利

●専門的な事柄などを表す
語句の意味をおさえ，文章
内容を捉える。
●論理の構成や展開に着目
して，筆者の主張を読む。
●自分の経験と関連づけて
読み，自分の考えをまとめ
る。
１　「学びナビ」を読んだあ
と，『子どもの権利』全文を通
読し，教科書Ｐ171の空欄を
補って完成させる。
２　完成したＰ171を手がかり
に，本文の内容を理解する。
３　完成したＰ171を手がかり
に本文の展開を確認し，筆
者の説明の仕方の特徴を理
解する。
４　筆者の主張を踏まえたう
えで，知識を学ぶことや教育
を受ける権利について考え

〇事象や行為を表す語句の
量を増すとともに，語句の辞
書的な意味と文脈上の意味
との関係に注意して話や文
章の中で使うことをとおして，
語感を磨き語彙を豊かにし
ている。(1)ウ
〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「読むこと」において，文章
の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ
〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも
のにしている。Ｃ(1)オ
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の考えや根拠が明
確になるように，話の中心的
な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などに注
意して，話の構成を考えてい
る。Ａ(1)イ

〇粘り強く自分の考えを確
かなものにするとともに，学
習課題にそって考えたことを
伝え合おうとしている。
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漢字の広場３
漢字の音と訓

●漢字の音と訓についての
理解を深める。
１　漢字がそれぞれにもつ
「音」と「訓」，二つの読み方
の違いに注目させ，その使
い分けや留意すべき特質に
ついて理解を深め，練習課
題を通じて知識の定着を図
る。

〇学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その
他の常用漢字のうち300 字
程度から400 字程度までの
漢字を読んでいる。また，学
年別漢字配当表の漢字のう
ち900 字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使ってい
る。(1)イ

〇積極的に漢字を読み，ま
たは漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。

八　ここでもまた、技術を受
け渡していくのは、言葉なの
である
言葉がつなぐ世界遺産／地
域から世界へ

●問いと答え，事実と意見の
関係を捉える。
●事実と意見の関係，文章
の構成や展開に注意して読
み，筆者の考えを捉える。
●筆者の考えについて，自
分の考えをまとめ，理解を確
かにする。
１　「学びナビ」を参考に，学
習の見通しを立て，全文を通
読し，筆者が問いかけている
文と，その答えにあたる文を
探し，事実と意見を整理しな
がら筆者の意見を捉える。
２　日光の社寺の世界遺産
としてのすばらしさについ
て，イコモスの専門家を驚か
せた点をまとめる。
３　「修復記録の蓄積」と「世
代を超えた技術の伝承」に
対して，「言葉」の使われ方，
果たす役割についてまとめ
る。
４　筆者の言葉に対する捉え
方について話し合い，題名に
こめられた筆者の思いに対
する自分の考えをまとめる。
５　本文中で人物の語りが「
」の形で引用されていること
は，どのような効果をもたら
しているかを考える。『参考

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア

〇「読むこと」において，文章
の中心的な部分と付加的な
部分，事実と意見との関係
などについて叙述をもとに捉
え，要旨を把握している。Ｃ
(1)ア
〇「読むこと」において，文章
の構成や展開，表現の効果
について，根拠を明確にして
考えている。Ｃ(1)エ
〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも
のにしている。Ｃ(1)オ

〇すすんで理解したことに基
づいて考えを確かなものに
し，文章を読んで考えたこと
を記録しようとしている。
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「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語
句の用法，叙述の仕方など
を確かめて，文章を整えてい
る。Ｂ(1)エ

積極的に読み手の立場に
立って叙述の仕方などを確
かめるとともに，学習の見通
しをもって自分の考えを書こ
うとしている。

文法の小窓３
単語のいろいろ

文法（解説）３
単語のいろいろ

●自立語と付属語，活用の
有無などの，分類の基準に
ついて理解する。
１　教科書Ｐ222『文法の小窓
３』を読む。単語が自立語と
付属語とに分けられることを
理解する。
２　活用のある単語と活用の
ない単語の区別を理解した
うえで，文の中でのはたらき
によって十の品詞に分けら
れることを理解する。
３　品詞分類表によっての品
詞分類の全体像を把握し，
具体的な文例に即して言葉
を分けて考えることの大切さ

単語の類別について理解す
るとともに，指示する語句と
接続する語句の役割につい
て理解を深めている。(1)エ

すすんで単語の類別につい
て理解を深め，今までの学
習を生かして言葉を分けて
考えることの大切さを理解し
ようとしている。

【書く】
読み手を意識して報告文を
整える

●要点を簡潔にまとめる。
●読み手の立場に立って，
文章を整える。
１　「学びナビ」を読んで教材
のねらいを理解する。報告
文のテーマを決め，テーマに
関わるデータを集める。
２　集めた調査結果を読み
取り，書く順序を考える。
３　図表から読み取れること
などを中心に報告文を書く。
４　推敲して完成させる。完
成した報告文を生徒どうしで
読み合う。

事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，文章の中で
使うことをとおして，語感を磨
き語彙を豊かにしている。(1)
ウ
原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係につい
て理解している。(2)ア
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漫画で「物語」を表現する ●漫画の表現の特徴につい
て理解する。
●漫画の中の絵と言葉との
関係を捉え，読み手に対す
る効果を考える。
１　「学びナビ」Ｐ226上段を
読んで，漫画の「工夫」につ
いて考える。教科書Ｐ226下
段とＰ227を読み，漫画の「工
夫」について理解する。
２　Ｐ228の活動をとおして，
漫画のコマの並び方の効果
を確かめる。Ｐ229の漫画の
絵柄や言葉を比較し，作品
の解釈や読み手への意識と
漫画の絵柄や言葉との関係
について考える。

〇比較や分類，関係づけな
どの情報の整理の仕方，引
用の仕方や出典の示し方に
ついて理解を深め，それらを
使っている。(2)イ

〇「読むこと」において，目的
に応じて必要な情報に着目
して要約したり，場面と場
面，場面と描写などを結びつ
けたりして，内容を解釈して
いる。Ｃ(1)ウ

〇すすんで必要な情報に着
目するとともに，学習課題に
そって集めた情報を活用しよ
うとしている。

【話す聞く】
発言を結びつけて話し合う

●話題を意識して話し合い，
発言を結びつける。
●いろいろな意見を整理し，
自分たちの感想や考えをま
とめる。
１　「学びナビ」を読んで，「総
括する」ことについて理解す
る。グループで意味を定義す
る言葉を決め，文例を探した
り作ったりする。
２　教科書Ｐ225の話し合い
の例を参考にして，言葉の
意味をどのように定義するか
グループで話し合う。
３　第２時のグループの話し
合いを深め，さまざまな意見
を整理して言葉の定義を決
める。
４　言葉の定義が，これまで
話し合った内容と合致したも
のとなっているかをグループ
で確認する。

〇原因と結果，意見と根拠
など情報と情報との関係に
ついて理解している。(2)ア

〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日
常生活の中から話題を決
め，集めた材料を整理し，伝
え合う内容を検討している。
Ａ(1)ア
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら
話し合い，互いの発言を結
びつけて考えをまとめてい
る。Ａ(1)オ

〇すすんで互いの発言を結
びつけて考えをまとめ，学習
の見通しをもってそれぞれの
立場から考えを伝えようとし
ている。
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九　「そうか、そうか、つまり
君はそんなやつなんだな。」
四季の詩

●それぞれの詩の題材を捉
え，描かれたイメージを想像
する。
１　それぞれの詩のイメージ
を想像し，どのような季節感
が描かれているか話し合う。
２　教科書Ｐ238を読み，詩を
創作する。

〇比喩，反復，倒置，体言止
めなどの表現の技法を理解
し使っている。(1)オ

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ
「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語
句の用法，叙述の仕方など

〇すすんで描写をもとに捉え
るとともに，今までの学習を
生かして詩を創作しようとし
ている。

漢字の広場４
熟語の構成

●熟語の構成の基本的な型
を知る。
１　複数の漢字を組み合わ
せて作り出される言葉を「熟
語」と呼ぶことを確認し，身
近な例を取り上げ，構成法
によって意味や内容が大きく
変わることに気づかせる。教
科書にあげた構成法の各型
に関する理解を深める。三
文字以上の熟語の構成法に
ついてグループ学習で確認
する。日常生活の中から七
つの型にあてはまる熟語を

〇学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その
他の常用漢字のうち300 字
程度から400 字程度までの
漢字を読んでいる。また，学
年別漢字配当表の漢字のう
ち900 字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使ってい
る。(1)イ
〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語
感を磨き語彙を豊かにして
いる。(1)ウ

〇積極的に漢字を読み，ま
たは漢字を書くとともに，今
までの学習を生かして文や
文章の中で使おうとしてい
る。
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少年の日の思い出 ●語句の辞書的な意味と文
脈上の意味との関係に注意
する。
●場面の展開や登場人物の
心情の変化を，描写に基づ
きながら捉える。
●語り手に着目して作品を
読み，意見を交流するなどし
て，自分の考えを確かなもの
にする。
１　「学びナビ」を読み，作品
の語り方と構成を捉える。
２　全文を通読し，あらすじを
捉える。
３　現在の場面と回想場面
のできごとを整理する。
４　「僕」と「エーミール」の
チョウに対する考え方の違
いを捉え，「エーミール」に対
する心情の変化をノートにま
とめる。
５　「エーミール」の部屋を訪
ねた時の「僕」の心情の変化
を捉え，盗みを犯した理由を
考える。
６　「僕」がチョウをこなごな
にした理由を話し合う。

〇事象や行為，心情を表す
語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語
感を磨き語彙を豊かにして
いる。(1)ウ

〇「読むこと」において，場面
の展開や登場人物の相互関
係，心情の変化などについ
て，描写をもとに捉えてい
る。Ｃ(1)イ
〇「読むこと」において，文章
を読んで理解したことに基づ
いて，自分の考えを確かなも
のにしている。Ｃ(1)オ

〇粘り強く登場人物の心情
の変化などについて捉えると
ともに，学習の見通しをもっ
て小説を読んで考えたことを
記録しようとしている。
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言葉の小窓３
方言と共通語

言葉（解説）３
方言と共通語

●方言と共通語の特徴につ
いて知る。
１　教科書Ｐ257を読んだあ
と，Ｐ268～269を読み，内容
を理解する。Ｐ271「考えてみ
よう」(1)に取り組む。
２ Ｐ270～271上段までを読
み，方言の歴史やさまざまな
方言について理解する。
３ Ｐ271下段「方言と共通語
の使い分け」を読み，「考え
てみよう」(2)で調べたことを
踏まえて，方言と共通語の
使い分けについて考える。

〇共通語と方言の果たす役
割について理解している。(3)
ウ

〇すすんで共通語と方言に
ついて調べ，学習の見通し
をもって共通語と方言の果た
す役割について理解しようと
している。


